
住宅省エネ2024キャンペーン
ハイブリッド給湯器の取替、高効率給湯器とあわせて、ビルトインコンロやレンジフードを
セットで取替た場合に機能等により補助金の対象となりますので参考にしてください。

概要と補助額
高効率給湯器の導入を支援する事業で次の導入工事に機器に応じた
定額を補助します。
　① 家庭用燃料電池
　② ハイブリッド給湯器
　③ ヒートポンプ給湯器

性能加算額
さらに高い性能要件を満たす場合の加算
　例）ハイブリッド給湯器の場合
　　３つの要件の内２つの要件を満たす場合、
　　５万円を限度にそれぞれ３万円加算
　　　　※詳しくはキャンペーンサイトをご確認ください。
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 ／台
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撤去加算
給湯器の設置に合わせて、次の撤去工事を行う場合、定額を補助
　蓄熱暖房機の撤去
　電気温水器の撤去

上限  戸建住宅：いずれか２台まで
　　  共同住宅：いずれか１台まで

上限  蓄熱暖房機：２台まで
　　  電気温水器：補助を受ける台数まで

※申請は工事請負契約等を結ぶキャンペーン登録した販売店、工務店等を通じて行います。

電気温水器からハイブリッド給湯器へ取替例
導入補助 性能加算 撤去加算 合　計

10万
円 20万

円5万
円 5万

円

概  要
注文住宅の新築、新築分譲住宅の購入やリフォームを行う子育て世帯または若者夫婦世帯、
その他世帯に対し、対象事業に応じた定額を補助します。

補助額

たとえば

子育て世帯または若者夫婦世帯が注文住宅を新築、新築分譲住宅を購入する場合
　① 長期優良住宅：１住戸につき　　　　　　　② ZEH住宅： １住戸につき

子育て世帯または若者夫婦世帯、その他世帯がリフォームをする場合
　次の①～⑧のリフォーム工事を対象にします。ただし④～⑧については、①～③のいずれかと同時に行う場合のみ対
　象となります。　補助額　　　　　　　世帯要件等により

100万円 80万円

※申請はキャンペーン登録をしたリフォーム事業者を通じて行います。

（国土交通省）

※ 建築する区域により限度額が変わります。また、
　 長期優良住宅、ZEH住宅についての詳細は
　 キャンペーンサイトをご確認ください。

※ 給湯省エネでハイブリッド給湯器を申請している場合は、必須工事は不要です。

最大

概要と補助額
高性能な断熱窓への改修について工事内容に応じて定額を補助します。 　補助額

上限 20万円

上限 200万円

最大 60万円

3万円 1.4万円

① 開口部の断熱改修　② 外壁、屋根、天井又は床の断熱改修　③ エコ住宅設備の設置

④ 子育て対応改修　⑤ 開口部の防災性向上改修　⑥ バリアフリー改修
⑦ 空気清浄機能・換気機能付エアコンの設置　⑧ リフォーム瑕疵保険等への加入

いずれか必須

必須工事と
同時に行う

（環境省）

概要と補助額
既存賃貸集合住宅で、 従来型給湯器から補助対象のエコジョーズ／エコフィールへの取替をする場合に補助します。
　補助額　追焚機能なし　　　　　　追焚機能あり5万円／台 7万円／台

（経済産業省）

高効率給湯器
エコジョース
③に該当

自動調理対応
ビルトインコンロ
④に該当

おそうじしやすい
レンジフード
④に該当

③と④の
リフォーム

1.3万円
5.7万円

合計
補助額

すべての事業の申請期間  　2024年3月中下旬 ～予算上限に達するまで（遅くとも2024年12月31日まで）

国交省・経産省・環境省の３省連携事業 h�ps://jutaku-shoene2024.mlit.go.jp/

（経済産業省）


